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和文モールス教材の作成について 

1 背景と経緯 

 かつて、函館は、青函連絡船の発

着する街、北洋船団の集結地、また、

海上保安庁、水産高校の練習船な

ど、船に関わる産業が栄え、それに関

わり、多くの通信士が函館に集まって

いました。その通信士の中には、アマ

チュア無線を楽しむ方も多く、アマチ

ュア無線を楽しむ中で、いわゆるプロ

の方から、無線通信技術を教えてい

ただくことも多々ありました。 

 当時は、子どもだった私も、その中の

一人でした。無線通信用語やＱ符

号、備え付けの書類、沈黙時間、今ま

で知らなかったことをたくさん学びまし

た。船の通信室や無線局もドキドキし

ながら、見学させてもらったことも貴重

な思い出です。 

 数多くのことを学んだ中で、私は、モ

ールス通信にすっかり魅了されてしま

いました。通信士の打つ符号は、機械

で正確に打つ符号に比べても、リズミ

カルで心地よく、聞きやすく、そして、

心地よいものでした。さらに、私は、諸

先輩に、取りやすい符号を打つこと、

相手に合わせること、スピードより正確

さを重んずること、法令に合った交信

をすることも、学び、それが、今の私の

血となり、肉となっております。 

 時は流れて、技術の進歩に伴い、モ

ールス通信は、アマチュア無線以外で

は、ごく一部の通信しかに使われない

ようになりました。函館においても、青

函連絡船、漁業無線局の廃止、北洋

船団の集結がなくなるなど、通信士の

街としての様相がしだいに薄くなって

きました。アマチュア無線においても、

その影響が大なり小なりと表出し、ア

マチュア無線技士の試験から電気通

信術の実技試験がなくなったことも拍

車をかけ、ＣＷ人口が減ってきました。 

 ＪＡＲＬ渡島桧山支部は、モールスの

文化を大切にしたということで、モール

ス講習会を続けて、現在に至っており

ます。 

 一方、モールスの楽しみの中の一つ

である和文の文化にも触れていきたと

思います。モールスが全盛だったこ

ろ、函館には、「函館モールス同好

会」があり、和文による毎週のロールコ

ールをはじめ、和文交信に関わる研

修会、施設見学などを行っておりまし

た。「全国和文電信の集い」も函館で

開催したことがありました。その会も、

会員の年齢の増加、また、会員のサイ

レントキーなどもあり、今は解散されて

おります。しかし、その流れを汲み、毎

週月曜日の午後 8 時には、和文によ

るロールコールは、継続中となってお

ります。 



 私自身が和文を覚えたのは、欧文を

覚えてから、10 年以上経過してからと

振り返ります。函館モールス同好会に

入って、仲間に鍛えられたのもそうで

すが、和文ができない一アマでありた

くなかった負けず嫌いさもありました。 

 1996 年に一アマの和文の受信がな

くなり、2005 年には、一級から三級す

べての資格で、電気通信術がなくな

り、モールスの理解が法規で問われる

形に変更になりました。和文がネック

になり一アマ受験を躊躇していた方

が、資格を取り、一アマは一気に増え

ました。そのことはまた、和文のできな

い一アマ、さらには、事実上モールス

のできない、三アマ、二アマ、一アマを

輩出することにもなりました。 

 これら制度の改革は、時代の流れに

沿ったものであり、否定することはしま

せん。しかし、苦労して、モールスをマ

スターにした者にとっては、ちょっと心

の中では割り切れないものが確かにあ

りました。 

 それからは、単に資格取得のためで

はなく、自ら、モールス通信を習得し

たいという意思のある方が、欧文であ

れ、和文であれこの世界に飛び込ん

でくることになったわけです。 

 ＪＡＲＬ渡島桧山支部は、電気通信

術が廃止になる前から、私が中心とな

り、毎年のように欧文の講習会（２ｍＦ

Ｍを使い、毎日 2 か月間ほど実施）を

開催してきました。特に 1985 年から

1990 年までの５年間は経過措置とし

て、四アマ（当時は電話アマ）の資格

を持っていれば、電気通信術に合格

さえすれば、工学、法規の試験を受け

ずとも三アマ（当時は電信級）になれ

るというおいしい時期もあり、多数のロ

ーカル局が支部の講習会を受け、合



格の切符を手にしました。モールスの

実技試験がなくなってからも、断続的

に支部の行事としてこの講習会は続

いています。 

令和 4 年、令和 5 年には、コロナ

が世界中を襲い、アマチュア無線の

事業も大幅に縮小せざるを得ない時

期となりました。そこに脚光を浴びたの

が、テレビ電話システムです。「リモー

トワーク」「リモート会議」が言葉として

すっかりと定着し、自宅に居ながらに

して、仕事をしたり、会議に参加したり

するなどが、当たり前になりました。こ

れにヒントを受けて、ＺＯＯＭを使っ

て、支部会員は、もとより、全国のモー

ルスを始めたい人に声をかけ、講習会

を実施しました。2 年間で 30 名余、さ

らにその模様を録音した教材によっ

て、多くの方がモールスの世界へ入る

きっかけとなりました。 

 平成５年度においても、支部の協力

により、現在、２ｍＦＭを使ったモール

ス講習会が実施されております。 

 

２ 和文教材への思い 

 さて、ここからは、支部の事業とは、

離れて個人研究ということで、お話を

したいと思います。 

 私が和文を覚えたのは、通信士たち

の世界で鍛えられたのもそうですが、

「和文のできない一アマ」とみられるの

がいやだった負けず嫌いさも大きいも

のでした。今でもそうですが、欧文であ

れば、どれだけ高速で打ってきても、

全く苦にならず普通に交信できます。

こちらが送信するスピードには限度が

ありますが。一方和文は、ある程度の

速度は、受信することができますが、

「いくら速くても」とは言うことができな

い程度のレベルであります。ですから、

私のようなものが「和文とは」「和文の

教材を作りました」などというのは、烏

滸（おこ）がましいのかもしれません。 

 しかし、アマチュア無線に対するエネ

ルギーもまだまだありますし、技術的な

要素もカバーできそうだという思いで、

今回１００回の講習で、和文が何とか

できるようになるだろうという教材を作

るに至ったわけです。 

 私は、和文は、覚えたくなった時が、

学び始める時だと思っています。今、

モールスを楽しむほぼすべての方は、

欧文から入っていると思います。欧文

でモールス通信を楽しみ、通信に自

信が持てるようになると、少しずつ、

「和文」が頭の中をよぎるようになって

きます。何か言いたいことがあっても、

「VY FB」とか、とってもとっても感謝の

意味を込めたいときにも「TU」の U の

長点を何倍にも伸ばすぐらいの表現

で、どうしてももどかしさを感じます。そ

う感じた時が、和文の門をたたく時と

思っています。ですから、欧文を覚え

たての人が、「それじゃあ、和文も一緒

にマスターしてしまおう。」という方に

は、お勧めいたしません。どっちもあや

ふやになってしまうからです。 

 和文、欧文がある程度できるようにな

ると、頭の中で、きちんとどちらかにス

イッチが入ります。ツートトトと聞こえた

ら、「B」かな「ハ」かな。というようなこと



はありありません。欧文がしっかり身に

ついていない方が和文もさらに勉強し

ようとすると、頭の中のスイッチがあっ

ちこっち切り替わってしまい、上達を阻

害すると考えております。 

 和文には、文字のごとく、日本語そ

のもので、思ったことを表現できます。

感謝の気持ち、欧文より細かな情報を

伝えることができます。 

そして、もう一つの和文の大きな魅力

について、お話しましょう。それは美し

い日本語には、感動するということで

す。話し言葉をそのまま打つこともでき

ますが、言葉を圧縮しつつも、日本語

の繊細さが伝わるような文が送られて

きたとき、感動があります。私もまだま

だ勉強中ですが、このような言葉でや

りとりできるようになりたいなあと思いま

す。 

他にもあります。日本語ですから、全

部とれなくても、だいたい意味は取れ

ます。相手の打ってきたことにさらりと

触れるだけでもコミュニケーションが楽

しめます。また、日本語なので、「あり

がとうございます。」「よろしくお願いし

ます。」などのよく使う言葉は、単語と

して聞こえるようになってきます。こうな

ってくるとしめたものです。 

また、ストレートキーや、バグキーなど、

エレキ―とは違ったリズミカルな符号も

よく聞かれます。聞いていてうっとりす

るような符号にも出合います。ただ、個

性を強く出すのがいいことであるという

ことではありません。相手が聞き取りづ

らいような符号も稀に聞かれます。時

折、自分の符号を録音して、自分で

聞いてみるのもいいことかと思います。 

和文人口は、現実的に考えて少しず

つ減ってきていることは間違いないと

思います。モールスが通信手段として

使われなくなってきている今、和文に

おいては、輪をかけて先細りすることが

予想されます。おそらく、今後もアマチ

ュア無線だけに残されるアマチュア無

線、特に和文の文化は、決して消して

はいけない文化だと私は思います。 

和文人口の減少に抗い、少しでも和

文の楽しさ、和文の文化を守る教材が

出ますことを期待し、この教材を作っ

てみました。興味のある方は少しずつ

進めていただければと思います。 

 

３ 教材の活用 

 教材は 100 回分あります。全く和文

の符号がわからない方も学ぶことがで

きるよう、スモールステップで進めてお

ります。次のような原則と約束で進め

ていただければと思います。 

①任意ですが、これから始めようとする

方は、メールなどで連絡いただけれ

ば幸いです。そして時々、進捗状況

を知らせていただければ幸いです。

連絡いただいた方が、「もうやーめ

た。」って言わずに続けられる可能

性が高いですし、私も函館からメー

ルなどを通して応援することができ

ます。 

②初めて作った教材です。間違いが

あったら教えてください。修正いたし

ます。 



③新しいノートと、鉛筆またはボール

ペン、そして、赤ペンを用意して下

さい。新しいノートは自分の歩んだ

軌跡になります。１００回を修了した

時には、ノートはきっと皆さまのかけ

がえのない財産になるはずです。練

習は必ずそのノートに書いてくださ

い。チラシの裏などはダメです。黒

ペンでとって、間違えたところは赤

でチェックしてください。そうして、そ

の日の練習の下には、その日の感

想や自分の課題を書いてください。

振り返るということが学習ではとても

大切です。 

④学習には個人差があります。これ

は、何十回となくモールスを指導し

てきても、どうしても解決が難しい課

題です。覚えが遅いかなという方

は、「遅い」のであって、「覚えられ

ない」のではありません。インターネ

ット上で何回も聞くことができるわけ

なので、たいへんでしょうが、繰り返

し聞いて下さい。 

⑤一日一講座で、100 回でゴールで

す。しかし、それぞれのペースで進

めてかまいません。1 日２駒進めて

もかまいませんし、状況によっては、

2 日に１駒という場合もあるかもしれ

ません。できれば飛ばさずに 100 回

分をきいていただければうれしいで

す。 

⑥スモールステップ（できるだけ緩やか

な階段）にしておりますが、段差が

きついようなところがありましたら、教

えてください。補修教材なども入れ

て、段差を滑らかにしていきます。 

⑦100 回目は、私との和文による交信

が課題です。と言っても初めての和

文の交信はドキドキでしょうから、カ

ンペがあります。クリックするといつも

の音源ではなく、交信例の PDF フ

ァイルがでます。全くその通りに打ち

ますので、挑戦する方は、安心して

連絡ください。とは言っても相当のド

キドキ感はあると思います。一局で

も交信すると、世界が変わります。

その世界をご自分の頭で感じてい

ただきたいです。 

⑧連絡いただいている方で、100 回の

講習を修了された方には、手前味

噌ではありますが、私の方で、修了

証を送らせていただきます。受け取

っていただければ幸いです。 

⑨述べてきましたが、あくまでも和文の

好きなアマチュア無線家がボランテ

ィアで作ったものです。間違いなど

がありましたら、お許しください。修

正いたします。なお、気に入ってい

ただければ、ローカル局やクラブの

仲間などにも知らせていただければ

幸いです。 

 

  本教材を作るにあたって、協力い

ただきました函館の和文仲間の皆様、

ZOOM 講習会の修了生で和文にデ

ビューされました方々、その他、本教

材の作成に協力いただきました皆さま

に、感謝申し上げます。 

 

令和６年１月３１日執筆 

佐々木 朗 JH8CBH



和文モールス教材（現在 終調整中です） 

https://edu-hakodate.jp/sasaki/jh8cbh/wabun/ 


